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開ける 

湯　 水 







警 告 

禁止 

●逃し弁の動作確認時は、逃し弁・排水口に   

 手を触れないでください。 

　（やけどのおそれがあります。） 

●タンク内の熱湯を直接排水しないでくだ

さい。 

（やけどや排水管が熱で変形するおそれ

があります。） 

■やけどに注意 

●お湯を使うときは、まず水から。 

●使用後は必ず湯側から閉めてください。 

　（水側を先に閉めると、再使用時に熱湯が     

   出てやけどをするおそれがあります。） 

●シャワーを浴びるときは、指先等で温度  

を確かめてから。 

（湯温を確認せずにシャワーを浴びると

やけどのおそれがあります。） 

●給湯時は湯水混合栓に手を触れないでく

ださい。 

（やけどのおそれがあります。） 

接触禁止 

接触禁止 

排水口 

指先等で温度を 
たしかめて！ 

逃し弁 

高温注意 

水・開ける 湯・開ける 

必ず行う 

必ず行う 



警 告 

必ず行う 

必ず行う 

■アース工事を確認する 
アース工事がされているか確認してください。 
（故障、漏電のときに感電の原因になります） 

■機器の設置（及び付帯工事） 
機器の設置・移動及び付帯工事はお買い上げの販売店または工事店に依頼し、
安全な位置に正しく設置して使用 してください。 
（設置工事に不備があると事故の原因になります） 

■本体が固定されているか確認する 

本体の脚がアンカーボルトで固定されているか、
また、本体上部が上部振れ止め金具で壁に固定
されているか確認してください。 
（本体が倒れてけがをするおそれがあります） 

■異常時の注意 
故障発生時や異常時（こげ臭い、本体及び配管部
分からの水漏れなど）は配線用遮断器のレバー
を「OFF」（切）にして止水栓を閉じ、お取付け店
に連絡してください。 
また、高温の湯が出るおそれもあり危険ですので、
お湯の使用・入浴を中止してください。 
停電時についても、タンク内の高温のお湯が出る
おそれがあるので注意してください。 

アース工事 

アースを！ 

電力量計 

配線用 
遮断器 

「ＯＦＦ」 
（切） 



■ 

注 意 

警 告 

みだりに飲用はしない 
長時間たまっていたお湯は飲料用に用いないでください。 

（水質の変化により下痢、腹痛などをおこす場合があります） 

■ 水道水以外は使用しない 
（井戸水等を使用すると腐食等により漏水するおそれが

あります） 

禁止 

禁止 

（ヒータが空だきとなり故障の原因になります） 

■ 必ず湯水混合栓の湯側から水が出るこ
とを確認してから、配線用遮断器、温水
器の電源スイッチを「ON」（入）にする。 
（     6・7ページ） 必ず行う 

満水 

■分解・改造しない 

■近くにガス・灯油類や 
　引火物を置かない 

禁止 

電気温水器の近くにガス、灯油類や引火物を置か
ないでください。 
（発火、火災の原因になります） 

修理技術者以外の人は、絶対に分解したり修理・
改造は行わないでください。 
（故障、感電の原因になります） 分解禁止 



■ 

必ず行う 

必ず行う 

必ず行う 

注 意 

（火災、感電の原因になります） 

■排水口は、排水溝より50mm 

　以上離れているか確認する 

（排水が逆流するおそれがあります） 

■床面が防水処理・排水処理 

　されているか確認する 
（水漏れが起きた場合、大きな被害の原因になります） 

必ず行う 

■逃し弁を点検する 
必ず月に1回逃し弁の点検をしてください。 

（      18ページ） 

（逃し弁が作動しないと、タンクや配管に 

異常な圧力がかかり破損の原因になります） 

温水器や台所リモコンが浴室などの 

湿気の多いところに取付けられてい

ないか確認する 

温水器 

排水溝 

５０mm以上 

下げる（閉） 
逃し弁点検窓を開く 本体 

上げる（開） 

禁止 

■凍結予防対策を確認する 

必ず行う 

（凍結すると配管などが破裂するおそれがあります） 
（     19ページ） 

■前面カバーは絶対に開けない 
（ショート、感電のおそれがあります） 



本体銘板 
製品の型式などが 
記載されています。 

排水栓点検窓 
タンク内のお湯を排水する 
ときなどに使用します。 

前面カバー 

本体操作窓 
わき上がり温度の設定変更 
や電源スイッチ(漏電遮断器)
の入切や点検をするときに 
使用します。 

ドレンパン排水ホース 
万一の水漏れの場合 
ここから排水します。 

排水口 
逃し弁からの膨張水と排水栓からのタンク内の 
お湯(水)の排水、及び水抜き栓からのパイプ内 
の残水の出口です。 

逃し弁点検窓 
逃し弁の点検及び排水をする 
ときに使用します。 

施工、点検時以外は 
開けないでください。 

電源スイッチ(漏電遮断器)
レバーを上にすれば、電源「ON」 
(入)、レバーを下にすれば電源 
「OFF」(切)になります。 
また万一の漏電のときには、自動 
的に電源を「OFF」(切)にします。 

ON

OFF

湯温設定スイッチ 
温水器内でわき上げるお湯 
の温度を設定できます。 
（      9ページ） 

わき上げ中ランプ 
わき上げ中はランプが 
赤く点灯します。 

自動 

わき上げ中 

低 

高 

中 



絶縁パイプ 
(給湯用)

湯水混合栓 

絶縁パイプ 
(給水用)

給水配管 給湯配管 排水配管 

水源 

 ④  排水栓 

 ①  アース 

 ②温水器 
　 専用止水栓 

 ⑤  逃し弁 

 ③  減圧弁 

⑥  ヒータ 

本体操作部 

配線部 

（　  6ページ） 

(下記参照)

※リモコンは別売品となります。 

リモコン 

ストレーナ 

一般負荷 

温水器 

分電盤 電力量計 

200V

⑦配線用遮断器 

引込線 
取付点 一般負荷 

温水器 

分電盤 電力量計 

電力量計 

リモコンがある場合 

⑦配線用遮断器 
(昼間電力使用 
によるリモコン用)

⑧専用タイム 
　スイッチ ⑦配線用遮断器 

 ⑤逃し弁  ④排水栓 

 ③減圧弁  ②温水器専用止水栓 

 ⑧専用タイムスイッチ 

深夜電力電源200Ｖの 
供給を自動的に「入」、 
「切」します。 

 ①アース 

 万一の感電を防ぎます。  タンクへの「給水」、 
「止水」に使います。 

タンク内の水を排水す 
るときに操作します。 

タンクへの給水圧力を 
一定にします。 

わき上げ時の膨張水を 
排出しタンク内を一定 
の圧力にします。 

 ⑦配線用遮断器 

 ⑥ヒータ 

電源の「入」、「切」をします。 

夜間わき上げ時及び全量 
わき増し時に作動します。 



給水配管 給湯配管 排水配管 

水源 

温水器専用の止水
栓を開ける 

２ 
排水栓（白いツマ
ミ）を閉じる。 

逃し弁レバーを 
上げる。 

１ 
排水栓窓 
のカバー 
を外す。 

１ 
逃し弁窓 
のカバー 
を外す。 

③ 

４ 

排水口から勢いよく
水が出ることを確認 ５ 

ちょっと一言 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 



ON

OFF

湯温設定スイッチ 

自動 

わき上げ中 

低 

高 

中 

ちょっと一言 

必ず行う 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 



開ける 開ける 

湯 水 ① ② 

湯 水 

③湯量、水量を 
　調節する 

湯 水 

閉める 
④ 
閉める 

⑤ 

湯・開ける 水・開ける 温度を 
たしかめて！ 

必ず行う 

接触禁止 

高温注意 

４０ 

５０ 

３０ 

お湯の出しかた 

シングルレバー混合栓の場合 

シングルレバー混合栓の場合は、温度調節レ 
バーを水側にして、吐水しながらお湯側にレ 
バーを回し、温度を調節してください。 

2バルブ混合栓の場合 

2バルブ混合栓の場合、まず水側を開けた 
後に、湯側を開けて温度を調整してください。 

サーモスタット付混合栓の場合 

サーモスタット付混合栓の場合は温度調節ハン 
ドルを適温（約40℃）付近にしてお湯を出して 
ください。 

①水側を開ける 
水 

②湯側を開ける 

湯 

①水側に回す ②湯側に回す 

必ず行う 



ふ　た 

画　面 

生活タイマーの入/切 
に使用します。 
（      14ページ） 

時計の時間の設定時 
に使用します。 
（      12ページ） 

昼間の時間帯にタン 
ク全体をわき増しす 
る際に使用します。 
（      13ページ） 

お湯の温度を設定・ 
変更する際に使用し 
ます。 
（      12ページ） 

生活タイマーの時間設 
定に使用します。 
(設定範囲：1～30分)

（      14ページ） 

運転休止の日数設定に 
使用します。 
(設定範囲：1～14日)

（      15ページ） 

運転休止の入/切に使 
用します。 

（      15ページ） 

★ 

・現在時刻 
・生活タイマー残り時間 
・運転休止残り日数 
・故障コード 
を表示します。 

わき上げ中表示 

湯量表示 

湯切れ表示 

温水器タンク内のお 
湯が50　未満にな 
ったとき表示します。 

わき上げ中(ヒータ通 
電中)に表示します。 湯温表示 

設定した湯温設定 
(高:約85℃、中:約 
75℃、低:60℃、 
自動)を表示します。 

時間帯表示 

時刻がAM7：00～PM 
11：00で"昼間"、PM 
11：00～AM7：00 
（一部地域では、PM 
11：00～AM8：00） 
で"夜間"を表示します。 
※深夜電力契約の場合 
　は表示しません。 

温水器タンク内の残り湯量 
を表示します。 
※45℃以上の湯があれば 
　表示します。 

表
　
示
 

残湯量 150　以上 
(ほぼ全量) 150　以上 100　以上 50　以上 50　未満 



ふ　た 

画　面 

時刻表示部 

ふ　た 

画　面 湯
温
表
示
部
 

ちょっと一言 

ちょっと一言 



ちょっと一言 

ふ　た 

画　面 

わき上げ中 



ちょっと一言 

ふ　た 

画　面 

タイマー 
表示部 

…… 



ちょっと一言 

ふ　た 

画　面 

運転休止 
表示部 

…… 



断水時や万一の地震などの災害時は、タンクの残り湯（水）を生活用水（飲用はできま 

せん）として利用できます。 

お湯（水）を受けるバケツ等を準備してください。 

逃し弁、本体操作窓、排水栓の点検窓（3つ）のカバーを外します。（　　6ページ） 

本体の電源スイッチを「切」（OFF）にします。 

深夜電力契約でリモコンを使用している場合は、リモコン用電源（分電盤）のブレーカーを

「切」（OFF）にします。 

温水器専用の止水栓を閉じます。 

逃し弁のレバーを上げます。（逃し弁開） 

タンク水抜栓についている非常用取水ホースを排水栓窓から出します。 

※非常用取水ホースがタンク水抜栓から抜けないように注意してください。 

タンク水抜栓を回して、お湯（水）を取り出します。 

ホースから出るお湯（水）をバケツ等で受けてください。 

※タンク水抜栓はゆっくり回して湯（水）が出てくる位置で止め、外れないようにしてくだ　

　さい。外れると勢いよくお湯が吹き出し、やけどのおそれがあります。 

※取水中、タンク水抜栓と非常用取水ホースは熱くなることがありますので、やけどに注　

　意してください。 

取水が終わったらタンク水抜栓を閉じ、逃し弁のレバーを下げます。（逃し弁閉） 

※再給水するときは、「使用前の準備」（ 　  8・9ページ）にしたがって行ってください。 

本体の点検窓（3つ）のカバーを取付けます。 

１ 

２ 

３ 

４ 

 ５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

警 告 

取水時は、やけどに注意してください。 
取水中、急に熱湯（最高約85℃）が出る場合があります。 

■やけどに注意 

高温注意 

５ 逃し弁のレバーを上げ弁を開ける。 

４ 温水器専用の止水栓を閉じる 

３ 
電源スイッチ
を「切」にす
る。 ６ 

７ 

非常用取水ホース
を排水栓窓から出し、
ホースから出るお
湯（水）をバケツ等
で受ける。  

非常用取水ホース 

タンク水抜栓 ON

OFF



本体操作窓を開く 

ON

OFF

テストボタンを押す 

分解禁止 



逃し弁点検窓を開く 

本体 

下げる（閉） 

上げる（開） 

ちょっと一言 

１ 

警 告 

禁止 

逃し弁の動作確認時は、逃し弁と排水口に手を触れない
でください。 
（やけどのおそれがあります。） 
 
タンク内の熱湯を直接排水しないでください。 
（やけどや排水管が熱で変形するおそれがあります。） 

■やけどに注意 

接触禁止 
排水口 

逃し弁 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

３ １１ 



温水器専用止水栓 

水源 

温
水
器
 

温水器専用止水栓 

水源 

給湯栓へ 

ストップバルブ2

ストップバルブ1

温
水
器
 



注 意 

停電のときは 

テレビやラジオを使用中に映像の乱れや雑音が入ることがあります。 
また、テレビやラジオは機器本体と離れた場所でご使用ください。 

停電中はご使用できません。 
給湯栓を閉めて通電されるのをお待ちください。 
温水器内の高温のお湯が出るおそれがあるので注意してください。  
リモコンが付いている場合 
30分以上の停電や本体の電源スイッチを30分以上「OFF」（切）
にした場合、時計表示部が「0：00」で点滅します。 
その場合は12ページ「時刻を合わせる」をご参照の上、時刻を再
設定してください。 

増改築などのため機器を移設されるときは工事や調整に専門の技術が必要になりますので、 
必ずお買い上げの販売店又はお取付店にご相談ください。 

点滅 点滅 

●  

 

 

● 

機器を移設されるときは 

テレビやラジオに雑音が入るときは 

配線用遮断器及び本体の電源スイッチのレバーを必ず｢OFF｣（切）にしてから温水器専用の止
水栓を閉じてください。（      6・7ページ） 
再びご使用になるときは、タンク内の水を取り換えることをおすすめします。 
リモコンが付いている場合は運転を休止させることができます。（      15ページ） 

１ヵ月以上使用しないときは、本体の電源スイッチ及び配線用遮断器のレバーを必ず｢OFF｣（切）
にしてからタンクの排水をしてください。 
排水のしかたは、21・22ページの「長期間お使いにならないとき（排水のしかた）」をご覧くだ
さい。 
再びご使用になるときは、8・9ページの「使用前の準備」をご覧ください。 

短期間お使いにならないとき 

断水時や万一の地震などの災害時は、タンクの残り湯（水）を生活用水（飲用はできません） 
として利用できます。（      16ページ） 

断水のときは 

長期間お使いにならないとき 



１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ ３ 

必ず行う 

禁止 



ちょっと一言 

OFF

ON

２ 

６ 

５ 

７ 

３ 

３ 点検窓 

止水栓 

点検窓 

逃し弁のレバー 

４ 
電源スイッチ 

タンク水抜栓 
（非常用取水ホース付） 

排水栓 









銘　　板 

型式をご確認ください。 

深夜電力対応電気温水器 

型           式 

貯　 湯　 量 

沸上がり温度 

最高使用圧力 

満 水 時 質 量 



減圧弁 逃し弁 

部 品 名 

逃し弁 

減圧弁 

交換時期のめやす 
（お取付け日より） 交 換 の 理 由 

3～5年 

5～7年 

長期間使用すると、水質・わき上がり温度・使用頻度など使用する 
条件によって変わりますが、弁体部が水中のスケールによって動か 
なくなったり、腐食し水漏れしたりすることがあります。 
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